
冥

二冥

Ｅ
Ｘ
手
〒

第
二
七
回
総
会
及
び
研
究
集
会

木
簡
学
会
第
二
七
回
総
会
及
び
研
究
集
会
は
、
二
〇
〇
五
年

一
二
月
三

・
四

日
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
資
料
館
講
堂

・
小
講
堂
に
お
い
て
、　
一
五

二
名
の
個
人
会
員
、
二
団
体
の
団
体
会
員
、
及
び

一
名
の
海
外
会
員
の
参
加
を

得
て
開
催
さ
れ
た
。
会
場
に
は
、
平
城
宮
跡
内
裏
北
外
郭
官
衛
の
土
坑
Ｓ
Ｋ
八

二
〇
出
土
木
簡

・
同
大
膳
職
推
定
地
の
土
坑
Ｓ
Ｋ
二

一
九
出
土
木
簡

。
長
屋
王

家
木
簡

・
二
条
大
路
木
簡

・
藤
原
宮
跡
ト
イ
レ
遺
構
出
土
木
簡

・
平
城
宮
跡
出

土
壽
木

（以
上
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
）、
奈
良
県
香
芝
市
下
田
東
遺
跡
出
土
木

簡

（香
芝
市
教
育
委
員
会
）、
秋
田
県
北
秋
田
市
胡
桃
館
遺
跡
出
土
木
簡

△北
秋
田

市
教
育
委
員
〈〇

な
ど
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
平
城
京
跡
左
京
四
条
三
坊
の
東

堀
河
出
上
の
告
知
札

（奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
）
の
写
真
パ
ネ
ル
展
示
も

行
な
わ
れ
た
。

◇
二
〇
〇
五
年

一
二
月
三
日

（土
）
Ｃ

〓
一時
～

一
人
時
）

第
二
七
回
総
会

（議
長
　
西
宮
秀
紀
氏
）

栄
原
永
遠
男
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
議
長
を
選
出
し
、
以
下
の
報
告
が
行

な
わ
れ
た
。

会
務
報
告

（渡
辺
晃
宏
委
員
）

〈否
貝
の
状
況

（個
人
会
員
三
四
三
名
、
団
体
会
員
四
団
体
、
海
外
会
員
五
名
の
他
、

二
〇
〇
六
年
度
の
新
入
会
員
八
名
）、
会
貝
サ
ー
ビ
ス
、
会
誌
の
限
定
割
引
販
売
と

書
店
を
通
じ
た
販
売
の
試
行
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
六
年

度
は
こ
れ
ま
で
五
年
ご
と
に
行
な
っ
て
き
た
会
員
名
簿
の
作
成
年
に
あ
た
る
が
、

昨
今
の
個
人
情
報
保
護
の
事
情
に
鑑
み
、
配
布
用
の
名
簿
作
成
は
差
し
控
え
る

事
に
な
っ
た
旨
説
明
が
あ
っ
た
。

編
集
報
告

（寺
崎
保
広
委
員
）

『木
簡
研
究
』
第
二
七
号
の
編
集
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
頒
価
を
五
〇
〇

〇
円
と
す
る
提
案
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
、
『木
簡
研
究
』

へ
の
論
文
の
公
募

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
投
稿
は
基
本
的
に
会
員
に
限
る
、
査
読
の
体
制
を
整

え
投
稿
締
切
後
三
カ
月
以
内
を
目
途
に
採
否
を
通
知
す
る
な
ど
の
点
に
つ
い
て

再
確
認
し
た
。

会
計

。
監
査
報
告

（吉
川
聡
委
員

。
今
泉
隆
雄
監
事
）

吉
川
聡
委
員
よ
り
二
〇
〇
四
年
度
会
計

（
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
）
の
決
算

が
報
告
さ
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
今
泉
監
事
よ
り
会
計
処
理
が
適
正
に
行
な
わ
れ

て
い
る
旨
の
監
査
報
告
が
な
さ
れ
た
。
た
だ
、
単
年
度
収
支
の
均
衡
を
保
つ
べ

き
で
あ
る
と
の
意
見
が
付
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、
吉
川
聡
委
員
よ
り
二
〇
〇
六
年
度
予
算
柔
が
提
示
さ
れ
た
。

以
上
の
条
件
は
、
す
べ
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
九
州
特
別
研

究
集
会
に
つ
い
て
、
実
行
委
員
長
の
坂
上
康
俊
委
員
か
ら
、
開
催
要
項
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
っ
た
。



研
究
集
会

報
告

（司
会
　
佐
竹
昭
委
員
）

出
土
木
簡
壽
木
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
和
人
氏

二
〇
〇
五
年
全
国
出
土
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
崇
氏

下
田
東
遺
跡
の
調
査
と
木
簡
　
　
　
　
　
　
山
下
隆
次
氏

・
鶴
見
泰
寿
氏

井
上
氏
の
報
告
は
、
便
所
と
さ
れ
て
き
た
遺
構
の
多
く
が
使
槽
で
あ
る
こ
と
、

木
簡
は
基
本
的
に
壽
木
と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
木
簡
の
形
態
観
察
の
重
要
性
の
再
認
識
に
留
ま
ら
ず
、

木
簡
廃
棄
論
や
、
出
土
木
簡
に
基
づ
い
た
遺
跡

。
遺
構
の
性
格
の
議
論
に
お
け

る
木
簡
の
果
た
す
役
割
と
い
っ
た
木
簡
研
究
の
根
本
に
も
関
わ
る
点
に
つ
い
て
、

大
き
な
問
題
を
投
げ
か
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

山
本
氏
の
報
告
は
、
二
〇
〇
五
年
出
土
木
簡
六
九
件
に
関
す
る
も
の
で
、
二

〇
〇
二
年
以
前
出
土
木
簡

（『全
国
木
簡
出
土
遺
跡
・
報
告
書
綜
覧
』
の
補
遺
に
相

当
）
六
二
件
や
、
全
国
の
漆
紙
文
書
出
土
遺
跡
の
作
数
に
つ
い
て
も
紹
介
が
あ

っ
た
。

山
下

・
鶴
見
両
氏
の
報
告
は
、
実
物
の
展
示
も
許
可
い
た
だ
い
た
香
芝
市
下

田
東
遺
跡
出
土
木
簡
に
つ
い
て
、
遺
跡
と
遺
物
の
両
面
か
ら
解
説
し
た
も
の
で

あ
る
。
報
告
後
、
和
田
率
氏
か
ら
、
木
簡
の
解
釈
と
遺
跡
の
性
格
に
関
わ
る
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。

右
記
の
報
告
の
う
ち
、
井
上
氏
の
報
告
は
論
文
と
し
て
本
誌
に
掲
載
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
山
下

・
鶴
見
両
氏
の
報
告
、
及
び
山
本
氏
の
報
告
で
紹

介
さ
れ
た
事
例
の
多
く
は
、
二
〇
〇
五
年
全
国
出
土
の
木
簡
の
事
例
報
告
と
し

て
、
本
号
で
紹
介
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

◇

一
二
月
四
日

（日
）
（九
時
～

一
五
時
）

研
究
集
会

報
告

（司
会
　
鈴
木
景
二
委
員
）

秋
田
県
胡
桃
館
遺
跡
と
出
土
木
簡
　
　
　
　
榎
本
剛
治
氏

・
高
橋
　
学
氏

山
本
　
崇
氏

・
吉
川
真
司
氏

平
城
京
左
京
四
条
三
坊
九
坪

（東
堀
河
）
の
調
査
と
出
土
告
知
札

宮
長
秀
和
氏

・
鶴
見
泰
寿
氏

榎
本

。
高
橋

・
山
本

・
吉
川
各
氏
の
報
告
は
、
釈
文
の
再
検
討
に
よ
っ
て
大

き
な
成
果
が
得
ら
れ
た
秋
田
県
胡
桃
館
遺
跡
出
土
木
簡
に
つ
い
て
、
釈
読
に
至

る
経
緯

。
発
掘
調
査

二
屏
板
の
墨
書

・
木
札
ほ
か
の
木
簡

。
課
題
と
展
望
に
分

け
て
多
面
的
に
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
宮
長

・
鶴
見
両
氏
の
報
告
は
、
平
城
京

跡
東
堀
河
出
土
の
告
知
札
を
め
ぐ
っ
て
、
発
掘
調
査
の
成
果
と
木
簡
の
内
容
の

両
面
か
ら
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。

前
者
は

一
九
七
七
年
以
前
出
土
の
木
簡
と
し
て
、
ま
た
後
者
は
二
〇
〇
五
年

出
土
の
木
簡
と
し
て
、
本
号
に
情
報
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

全
体
討
論

（司
会
　
鐘
江
宏
之
委
員
）

一
日
目
の
報
告
内
容
も
含
め
て
、
各
木
簡
の
読
み

。
使
用
形
態

・
性
格
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
積
極
的
な
質
疑

・
討
論
が
行
な
わ
れ
た
。
最
後
に
、
舘

野
和
己
副
会
長
の
挨
拶
に
よ
り
閉
会
し
た
。



九
州
特
別
研
究
集
会

二
〇
〇
六
年
九
月

一
五
日

・
一
六
日
、
木
簡
が
出
土
し
た
現
地
に
お
い
て
四

年
に

一
度
開
催
し
て
い
る
特
別
研
究
集
会
の
四
回
目
の
催
し
と
し
て
、
九
州
特

別
研
究
集
会
を
福
岡
県
に
お
い
て
開
催
し
た
。

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
会
場
の
ご
提
供
を
い
た
だ
い
た
九
州
国
立
博
物
館
を

は
じ
め
、
福
岡
県
教
育
委
員
会

。
佐
賀
県
教
育
委
員
会

・
福
岡
市
教
育
委
員

会

・
北
九
州
市
教
育
委
員
会
の
各
機
関
に
は
共
催
機
関
と
し
て
、
ま
た
太
宰
府

市
教
育
委
員
会
と
西
海
道
古
代
官
衛
研
究
会
に
は
後
援
機
関

・
団
体
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
多
大
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
今
回
も
会
員
の
み
で
な
く
、
地
元

の
研
究
者
や
全
国
の
大
学
院
生

。
大
学
生
を
は
じ
め
、
会
員
外
の
方
々
に
も
多

数
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。

企
画

・
立
案
は
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
こ
れ
に
あ
た
り
、
実
務
は
別
に
設

け
た
運
営
委
員
会
が
担
当
し
た
。
実
行
委
員
は
赤
司
善
彦

（九
州
国
立
博
物
館
▼

児
玉
真

一
（九
州
歴
史
資
料
館
）、
酒
井
芳
司

（同
）、
坂
上
康
俊

（実
行
委
員
長
。

木
簡
学
会
委
員
）
・
中
間
研
志

（九
州
歴
史
資
料
館
）
。
橋
本
義
則

（山
口
大
学
）
。

東
中
川
忠
美

（佐
賀
県
教
育
委
員
会
）
。
松
川
博

一　
谷九
州
国
立
博
物
館
）
・
山
崎
純

男

（福
岡
市
教
育
委
員
会
）
・
山
村
信
柴

（太
宰
府
市
教
育
委
員
会
）
・
渡
辺
晃
宏

（木
簡
学
会
委
員
）
の
各
氏
、
運
営
委
員
は
赤
司
善
彦

（運
営
委
員
長
）
・
酒
井
芳

司

。
坂
上
康
俊

・
菅
波
正
人

（福
岡
市
博
物
館
▼

橋
本
雄

（九
州
日
立
博
物

館
）
・
松
川
博

一
・
宮
地
聡

一
郎

（同
▼

元
永
行
英

（同
ド

山
村
信
柴

・
渡
辺

晃
宏
の
各
氏
が
務
め
た
。

◇
二
〇
〇
六
年
九
月

一
五
日

（金
）
盆

〓
一時
～

一
人
時
）

現
地
見
学
会

一
三
時
に
鴻
臆
館
跡
展
示
館
に
集
合
し
、
坂
上
実
行
委
員
長
の
挨
拶
の
あ
と
、

福
岡
市
荻
育
委
員
会
の
大
庭
康
時
氏
の
説
明
で
展
示
館
な
ら
び
に
鴻
臆
館
跡
の

発
掘
調
査
現
場
を
見
学
し
た
。
つ
い
で
バ
ス
四
台
に
分
乗
し
て
唐
津
市
に
向
か

い
、
鏡
山
の
展
望
台
か
ら
唐
津
平
野
の
地
勢
を
観
察
、
続
い
て
佐
賀
県
教
育
委

員
会
の
小
松
譲

・
唐
津
市
教
育
委
員
会
の
美
浦
雄
二
両
氏
の
説
明
で
中
原
遺
跡

の
故
地
を
見
学
し
、
調
査
事
務
所
に
お
い
て
木
簡

・
墨
書
土
器
を
は
じ
め
と
す

る
遺
物
を
実
見
し
た
。
そ
の
後
、
木
簡
が
出
土
し
た
溝
上
に
建
設
さ
れ
た
道
路

を
通
っ
て
元
岡

・
桑
原
遺
跡
の
故
地
で
あ
る
九
州
大
学
移
転
地
を
訪
れ
、
福
岡

市
博
物
館
の
菅
波
正
人
氏
に
遺
跡
の
概
要
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
木
簡
出
土

地
点
で
あ
る
谷
筋
を
車
中
か
ら
確
認
し
た
。

心
配
さ
れ
た
降
雨
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
無
事
予
定
通
り
見
学
会
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
福
岡
に
戻
っ
た
後
は
、
ア
ー
ク
ホ
テ
ル
博
多
ロ
イ
ヤ
ル
に
お
い

て
、
恒
例
に
よ
り
懇
親
会
を
開
催
し
た
。
見
学
会
参
加
者
は
会
員
六
九
名
、
非

会
員
五
二
名
、
計

一
二

一
名
、
ま
た
懇
親
会
参
加
者
は
会
員
七

一
名
、
非
会
員

四
〇
名
、
計

一
一
一
名
で
あ
っ
た
。

◇
二
〇
〇
六
年
九
月

一
六
日

（土
）
（九
時
半
～
一
六
時
半
）

於
九
州
国
立
博
物
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ホ
ー
ル

研
究
集
会

（司
会
　
橋
本
義
則
氏

・
渡
辺
晃
宏
氏
）

「西
海
道
木
簡
研
究
の
最
前
線
」
と
題
し
て
、
研
究
集
会
を
開
催
し
た
。
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栄
原
水
遠
男
会
長
の
開
会
挨
拶
、
赤
司
善
彦
九
州
国
立
博
物
館
展
示
課
長
の

歓
迎
挨
拶
の
後
、
左
記
の
五
本
の
報
告
が
あ
っ
た
。

西
海
道
の
古
代
出
土
文
字
資
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
博
子
氏

大
学
府
史
跡
出
土
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
井
芳
司
氏

鴻
臆
館
出
上
の
木
簡

。
年
代

・
ト
イ
レ
　
　
大
庭
康
時
氏

・
松
川
博

一
氏

元
岡

・
桑
原
遺
跡
の
概
要
と
出
土
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
音
波
正
人
氏

中
原
遺
跡
出
土
木
簡
と
そ
の
周
辺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
史
生
氏

一
五
時
か
ら
各
報
告
を
め
ぐ
っ
て
活
発
な
討
議
を
行
な
い
、
各
遺
跡
な
ら
び

に
出
土
木
簡
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
つ
つ
、
従
来
の
よ
う
な
都
城
出
土
の
木

簡
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
西
海
道
の
遺
跡
で
出
土
し
た
木
簡
に
よ
る
西
海
道
木

簡
研
究
の
新
し
い
流
れ
を
展
望
し
た
。
以
上
の
報
告
、
及
び
討
論
の
概
要
に
つ

い
て
は
、
次
号
に
掲
載
の
予
定
で
あ
る
。

別
室

（研
修
室
）
で
は
、
木
簡
な
ど
の
実
物
展
示
を
行
な
い
、
昼
休
み

。
午

後
の
休
憩
時
、
及
び
研
究
集
会
終
了
後

一
人
時
ま
で
の
間
、
熟
覧

。
観
察
に
供

し
た
。
展
示
し
た
資
料
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
大
学
府
史
跡
出
土
木
簡
三
〇

点

（九
州
歴
史
資
料
館
）、
大
学
府
条
坊
跡
出
土
木
簡

一
点

（太
宰
府
市
教
育
委
員

会
）、
鴻
臆
館
跡
出
土
木
簡

一
一
点

・
元
岡

・
桑
原
遺
跡
出
土
木
簡
二

一
点

・

高
畑
遺
跡
出
土
木
簡
二
点

（以
上
、
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）、
長
野
角
屋

敷
遺
跡
出
土
木
簡

一
点

。
同
レ
プ
リ
カ

一
点

・
朽
網
南
塚
遺
跡
出
土
木
簡

一

点

・
同
レ
プ
リ
カ
ニ
点

（以
上
、
北
九
州
市
教
育
委
員
ハ０
、
井
上
薬
師
堂
遺
跡
出

土
木
簡
三
点

（福
岡
県
教
育
委
員
会
）、
中
原
遺
跡
出
土
木
簡
七
点

（佐
賀
県
教
育

委
員
〈Φ
、
宮
ノ
本
遺
跡
出
土
売
地
券

（太
宰
府
市
教
育
委
員
ハё
。
参
加
者
は
会

員
九
二
名
、
非
会
員
九
七
名
、
計

一
人
九
名
で
あ
っ
た
。

な
お
、
翌
九
月

一
七
日

（日
）
に
は
九
州
国
立
博
物
館
主
催
、
木
簡
学
会
共

催
、
文
化
庁

・
駐
福
岡
大
韓
民
国
総
領
事
館

・
卸
九
州
国
立
博
物
館
振
興
財

団

・
福
岡
県
教
育
委
員
会

・
太
宰
府
市
教
育
委
員
会
の
後
援
に
よ
り
、　
一
般
向

け
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「漠
字
文
化
の
ひ
ろ
が
り
―
日
本
・
韓
国
出
上
の
木
簡

を
中
心
に
―
」
を
開
催
し
た
。
内
容
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

講
演
　
漢
字
文
化
の
ひ
ろ
が
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
川
　
南
氏

報
告
　
日
本
に
お
け
る
漢
語

。
漢
文
の
受
容
と
和
文
表
記
　
吉
村
武
彦
氏

報
告
　
木
簡
の
世
紀
以
前
―
律
令
制
の
成
立
と
日
本
の
木
簡
渡
辺
晃
宏
氏

報
告
　
韓
国
に
お
け
る
木
簡
出
土
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
鄭
　
桂
玉
氏

報
告
　
韓
国
出
土
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
李
　
鉾
賢
氏

コ
メ
ン
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
崎
保
広
氏

今
回
も
研
究
集
会
と
は
内
容
が
重
な
ら
ず
、　
一
般
参
加
者
だ
け
で
な
く
多
数

の
会
員
の
参
加
が
得
ら
れ
た
が
、
生
憎
台
風

一
三
号
の
接
近
に
よ
り
、
報
告
時

間
を
短
縮
し
、
か
つ
討
論
を
中
止
し
て
時
刻
を
繰
り
上
げ
て
終
了
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
た
め

（
一
〇
時
～

一
三
時
）
、
報
告
内
容
を
深
め
る
た
め
の
議
論

を
行
な
え
な
か
っ
た
の
は
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
の
木
簡

の
起
源
に
つ
い
て
考
え
る
前
提
と
し
て
和
語
を
表
記
す
る
際
の
漢
字
受
容
の
間

題
が
あ
り
、
そ
れ
を
木
製
品
と
し
て
の
木
簡
に
よ
っ
て
表
現
し
た
理
由
を
聞
う



こ
と
の
必
要
性
、
ま
た
、
日
本
木
簡
の
直
接
の
淵
源
と
し
て
の
韓
国
木
簡
の
存

在
と
、
そ
の
後
の
両
国
に
お
け
る
発
展
の
比
較
検
討
の
必
要
性
を
考
え
さ
せ
る

有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
。

委
員
会

・
役
員
会
報
告

◇
二
〇
〇
五
年

一
二
月
三
日

（土
）

一
〇
時
半
～

一
二
時

於
奈
良
文
化
財
研
究
所
小
講
堂

総
会

・
研
究
集
会
に
先
立
ち
委
員
会
を
開
催
し
、
役
割
分
担
を
確
認
し
た
。

寺
崎
委
員
か
ら
会
誌
第
二
七
号
の
編
集
経
過
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
頒
価
を

検
討
し
た
。
ま
た
、
事
務
局
か
ら
諸
会
務
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

引
き
続
き

一
一
時
よ
り
、
本
年
度
よ
り
新
た
に
置
か
れ
た
評
議
員
を
交
え
て

役
員
会
を
開
催
し
た
。
総
会

。
研
究
集
会
、
会
誌
第
二
七
号
の
編
集
、
会
務
、

会
計
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
評
議
員
の
方
々
か
ら
今
後
の
学
会
運
営
に
生
か

す
べ
き
大
所
高
所
か
ら
の
ご
意
見
を
た
ま
わ
つ
た
。
三
〇
周
年
記
念
事
業
を
ど

う
す
る
か
や
、
出
土
か
ら
久
し
い
に
も
拘
わ
ら
ず
未
報
告
の
西
橋
遺
跡
出
土
木

簡
に
つ
い
て
の
話
題
も
出
た
。

◇
二
〇
〇
六
年
六
月
二
九
日

（木
）

一
四
時
～

一
七
時

於
奈
良
文
化
財
研
究
所
小
講
堂

以
下
の
条
件
に
つ
い
て
、
報
告

・
協
議
が
行
な
わ
れ
た
。

１
会
務
に
つ
い
て
。
常
任
委
員
の
委
嘱
、
会
員
の
異
動
、
常
任
委
員
会
、
編

集
担
当
委
員
会
議
の
開
催
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
２
入
会
審
査
。
入
会
申

込
者
五
名
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
審
査
を
行
な
っ
た
。
最
近
海
外
会
員
が

増
加
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
定
義
を
再
検
討
す
べ
き
で
は
と
の
意
見
も
出
た
。
３

会
計
報
告

・
監
査
報
告
。
二
〇
〇
五
年
度
会
計
報
告
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
監

査
報
告
が
な
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
４

『木
簡
研
究
』
第
二
人
号
の
編
集
に
つ

い
て
。
編
集
担
当
者
を
櫛
木
謙
周
委
員
と
し
た
こ
と
、
及
び
編
集
状
況
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
っ
た
。
５
第
二
人
回
総
会

。
研
究
集
会
に
つ
い
て
。
日
程
を
二

〇
〇
六
年

一
二
月
二
日

（土
）
二
二
日

（日
）
と
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
内
容

に
つ
い
て
検
討
し
た
。
６
九
州
特
別
研
究
集
会
に
つ
い
て
。
二
〇
〇
六
年
九
月

一
五
日

（金
）
。
三
ハ
日

（土
）
に
予
定
さ
れ
て
い
る
九
州
特
別
研
究
集
会
に

つ
い
て
、
参
加
申
し
込
み
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
７
そ
の
他
。

大
和
北
道
路
問
題
の
現
況
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
そ
れ
へ
の
対
応
を
協
議

し
た
。
そ
の
結
果
、
委
員
会
と
し
て
の
声
明
を
出
す
こ
と
を
決
め
、
文
案
を
協

議

。
決
定
し
た

（一
一七
五
二
一七
六
頁
会
告
参
昭
ど
。
ま
た
、
創
設
三
〇
周
年

０
一

〇
〇
九
年
三
月
）
記
念
事
業
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。

◇
二
〇
〇
六
年

一
一
月

一
日

（水
）

一
四
時
～

一
七
時

終
奈
良
文
化
財
研
究
所
小
講
堂

以
下
の
条
件
に
つ
い
て
、
報
告

・
協
議
が
行
な
わ
れ
た
。

１
会
務
に
つ
い
て
。
会
員
の
異
動
、
常
任
委
員
会
、
編
集
担
当
委
員
会
議
の

開
催
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
２
入
会
審
査
。
入
会
申
込
者
五
名
に
つ
い
て

の
審
査
を
行
な
い
、
全
員
の
入
会
を
承
認
し
た

（う
ち
一
名
は
海
外
会
員
）。
３

会
計
報
告
。
二
〇
〇
六
年
度
中
間
報
告
、
同
下
半
期
収
支
見
込
み
に
つ
い
て
の

報
告
が
あ
り
、
引
き
続
き
二
〇
〇
七
年
度
予
算
条
の
提
案
が
あ
り
、
審
議
の
上



承
認
さ
れ
た
。
４
九
州
特
別
研
究
集
会
実
施
報
告
。
九
月

一
五

。
一
六
日
に
開

催
し
た
同
研
究
集
会
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
５
第
二
人
回
総
会

・
研
究
集

会
実
施
要
項
に
つ
い
て
。
日
程
を
確
認
し
内
容
を
決
定
し
た
。
６

『木
簡
研

究
』
第
二
人
号
の
編
集
に
つ
い
て
。
編
集
経
過
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
本
号
に
お
け
る
論
文
審
査
体
制
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
次
号
以
降
も

会
告

「平
城
宮

・
京
跡

の
木
簡

の
保
存
を
訴
え
る
要
望
書
」

に
つ
い
て

木
簡
学
会
で
は
、
京
奈
和
自
動
車
道
大
和
北
道
路
の
平
城
官
跡
近
辺
に
お

け
る
地
下
ト
ン
ネ
ル
計
画
に
対
し
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
の
委
員
会
声
明

「京

奈
和
自
動
車
道
の
平
城
宮
跡
地
下
通
過
計
画
の
撤
回
を
求
め
る
要
望
書
」
の

発
表
以
来
、
再
三
に
わ
た
っ
て
こ
の
計
画
の
白
紙
撤
回
を
強
く
求
め
て
き
た
。

こ
の
問
題
は
、
二
〇
〇
三
年

一
月
に
国
土
交
通
省
有
識
者
委
員
会
が
、
推

奨
ル
ー
ト

・
構
造
案
に
関
す
る
提
言
を
発
表
す
る
に
至

っ
て
新
た
な
局
面
を

巡
え
、
木
簡
学
会
に
お
い
て
も
、
同
年

一
二
月
六
日
の
第
二
五
回
総
会
に
お

い
て
、
「平
城
宮

・
京
跡
の
木
簡
の
保
存
を
訴
え
る
緊
急
ア
ピ
ー
ル
」
を
学

会
の
総
意
と
し
て
決
議
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
本
年
二
月

一
六
日
に
至
り
、
国
土
交
通
省
奈
良
国
道
事
務
所
よ
り
、

京
奈
和
自
動
車
道
大
和
北
道
路
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
有
識
者
委
員
会
の
推

同
様
の
体
制
で
査
読
を
実
施
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
７
そ
の
他
。
大
和
北
道

路
問
題
の
現
況
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
情
勢
の
分
析
を
行
な
っ
て
今
後
の

対
応
を
協
議
し
た
。
ま
た
、
創
設
三
〇
周
年
記
念
事
業
の
も
ち
方
に
つ
い
て
議

論
し
、
併
せ
て
次
回
の
特
別
研
究
集
会
の
開
催
候
補
地
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

（渡
辺
晃
宏
）

奨
柔
で
あ
る

「西
九
条
佐
保
線
地
下
十
高
架
柔
」
を
採
用
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
と
の
発
表
が
あ
っ
た
。
木
簡
学
会
は
、
木
簡
な
ど
の
遺
物
を
守
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
地
下
ト
ン
ネ
ル
計
画
の
白
紙
撤
回
を
強
く
求
め
て
き
た
わ
け

で
あ
り
、
特
別
史
跡
平
城
宮
跡
直
下
を
地
下
ト
ン
ネ
ル
で
通
す
と
い
う
最
悪

の
事
態
が
避
け
ら
れ
た
の
は
運
動
の
一
定
の
成
果
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
「西
九
条
佐
保
線
地
下
十
高
架
案
」
も
平
城
宮

・
京
跡
の
遺
跡

・
遺
物

の
銀
存
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
、
な
お
問
題
が
残
る
も
の
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
本
年
六
月
二
九
日
に
開
催
し
た
二
〇
〇
六
年
度
第

一
回
の
委
員

会
に
お
い
て
、
「平
城
宮

・
京
跡
の
木
簡
の
保
存
を
訴
え
る
要
望
書
」
を
決

議
し
、
内
閣
総
理
大
臣

・
総
務
大
臣

。
国
土
交
通
大
臣

・
文
都
科
学
大
臣

。

文
化
庁
長
官

。
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
長

。
同
奈
良
国
道
事
務
所

長

・
奈
良
県
知
事

。
奈
良
市
長

。
大
和
郡
山
市
長

・
奈
良
県
議
会
議
長

・
奈

良
市
議
会
議
長

。
大
和
郡
山
市
議
会
議
長
宛
に
書
面
で
申
し
入
れ
を
行
な
っ

た
。
ま
た
、
関
係
各
機
関
に
も
要
望
書
を
送
付
し
て
、
理
解
と
協
力
を
求
め

た
。
左
に
そ
の
全
文
を
掲
げ
る
。


